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ご使用の前には必ず取扱説明書をよく読んでください。

取扱説明書

E L E C T R I C  C Y C L E



移動を、タノシメ！

glafitは、移動を、ただそれだけでは終わらせない        。

移動することは、本来楽しくて、面白くて、うれしいこと
だったはず。
私たち glafit（グラフィット）は、ユーザーの「乗りたい！」を
カタチとして創造する企業です。

glafit が作った「ELECTRIC CYCLE NFR」、「HYBRID BIKE GFR」
や「X-SCOOTER LOM」は 100％電動で、モーター駆動。
glafit の製品に乗ると、ガソリンエンジンで走っていた時には
聞こえなかった鳥のさえずりや川の音が聴こえて、走り慣れ
たいつもの道がまったく違う体験になるんです。

移動がつまらない？
それなら、私たちの製品で、あなたの日常をアップデート
しませんか？

人々の生活に FIT する新しい移動体験を届ける。
それが glafit の使命です。
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ELECTRIC CYCLE NFR-01をご購入いただき、まことにありがとうござ
います。
取扱説明書をよくお読みの上、安全に正しくお使いください。

	z当製品は、予告なく仕様、デザインを変更する場合がありますので、一部実車と異なる
場合があります。

特徴
当製品は、モーターを動力とする、特定小型原動機付自転車（特定小型原付）です。特定小型
原付は、2023年7月から、道路交通法が改正され、新たに定められた車両区分です。

特定小型原付の特徴は、以下の通りです。
•16歳以上であれば、運転をする際に運転免許が不要
• ヘルメット着用の努力義務
• 自賠責保険証書の携帯義務
• 車道通行が可能（車道専用モード使用：最高速度20km/h以下）
• 自転車が走行可能な歩道の通行が可能（歩道可モード使用：最高速度6km/h以下）

特定小型原付は、自転車とバイクの中間に位置する新たな車両です。歩道を走行すること
もできるため、都市部での移動手段として注目されています。
しかし、免許が不要でも、道路交通法などの交通ルールは守らなければなりません。特定小
型原動機付自転車は、定められた速度での走行、一時停止や信号の遵守、酒気帯び運転の禁
止など、原動機付自転車と同じ交通ルールが適用されます。

 はじめに
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運転される方、その周囲の他の方々への傷害や、財産の損害を未然に防止するため、 
安全に関する下記の表示をしています。

表示の内容をよくご理解のうえ、取扱説明書をお読みください。

 危 険 この表示の内容に従わないと、人の死亡もしくは重傷を負う 
可能性が高いことを意味しています。

 警 告 この表示の内容に従わないと、人の死亡もしくは重傷を負う 
可能性があることを意味しています。

 注 意
こ の 表 示 の 内 容 を 無 視 し、 誤 っ た 使 い 方 を す る と 人 が 
傷害を負ったり、物的損害が発生する危険性があることを 
意味しています。

 メ モ 正しい使い方のポイントを示しています。

安全に関する表示 



3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

 目　次
安全のために…………………………… 4

製品の確認……………………………… 6

各部の名称……………………………… 7

最初に運転するとき……………………12

各部の操作………………………………17

運転前点検………………………………37

運転………………………………………41

車両の折り畳み・組み立て……………45

点検・整備………………………………51

トラブルシューティング………………58

運搬・保管・廃棄………………………59

車両情報…………………………………62

索引………………………………………64

お問い合わせ……………………………66



4

ここでは特に守っていただきたいことや、知っておいていただきたいことを記載して
います。以下の内容をよく読み運転してください。

運転者の年齢制限があります
16 歳未満の者が特定小型原付を運転することは法律で禁止されています。また、16 歳未
満の者に特定小型原動機付自転車を提供することも法律で禁止されています。

ナンバープレートの取り付け、自賠責保険に加入してください
	zナンバー登録及び取り付けが必要です。
	z自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）へ加入が必要です。

ヘルメットを着用してください
	z運転する際は交通事故の被害を軽減するために、ヘルメットを着用してください。
	zヘルメットはサイズに合った、適切なものを着用してください。
	zヘルメット着用時は、あごひもをしっかりと締めてください。
	zゴーグルやヘルメット・シールド等は、視界を妨げない範囲で装着し、眼の保護をして
ください。
	z二輪車用で、安全基準を満たしている SG マーク、PSC マークもしくは JIS マークのあ
るヘルメットの着用を推奨します。

安全な服装で運転をしてください
	z体の露出が少ない長そで、長ズボンを着用してください。
	z肩、肘、膝などへのプロテクターの装着を推奨します。
	z滑りにくい革製グローブの着用を推奨します。

 警 告
	z車輪などへの巻き込みを防ぐため、裾の広いズボン、長いスカート等は着用しないで
ください。
	z長いマフラーは、車輪などに巻き込まれてしまう可能性があるので、着用しないでく
ださい。
	zブレーキランプ、ウィンカー、ナンバープレートは、常に見える状態にする必要があ
ります。コート等丈の長い衣服を着用する際は、衣服がブレーキランプ、ウィンカー、
ナンバープレートを隠さないように注意してください。
	zヒールなどかかとの高い靴を着用しないでください。
	zサンダルやすべりやすい靴は、足がステップからはずれ、転倒するおそれがあります
ので着用しないでください。
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安全のために
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安全のために
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運転する際は以下を順守してください
	z特定小型原動機付自転車に求められる道路交通法上のルールと交通マナーを守り走行して
ください。
	z本製品は、一般の道路環境での適切な使用を想定しています。2 人乗、競争、重量物の積載、
凹凸面・段差の激しい路面・障害物のある場所などでの運転や危険な使用はしないでく
ださい。
	zハンドルバーを両手でしっかりと握ってください。片手運転はしないでください。
	z運転中はスマートフォン等携帯電話を見たり、操作しないでください。法律で禁止され
ています。スマートフォンホルダー等を使用した場合でも、必ず安全な場所で停車して
から確認や操作をしてください。
	z傘をさしながらの運転はしないでください。法律で禁止されています。
	zハンドルポストやシートポストに荷物を吊り下げないでください。車両の破損につなが
るおそれがあります。
	z両足はステップにしっかりと乗せてください。
	z急発進、急ブレーキ、急なハンドル操作といった急激な操作はしないでください。たい
へん危険です。
	z歩道を走行する際は、必ず「歩道可モード」で走行してください。
	z歩行者を第一優先で、周囲に対し配慮した運転をしてください。また他の車両への安全
に配慮した運転を心がけてください。

雨天の運転
	z ELECTRIC CYCLE NFR-01 は完全防水ではありません。
	z雨の降り方や雨天時の車両の使い方により、故障する可能性があります。
	z水たまりを避けて走行してください。
	zやむを得ず水たまりを走行する際は、十分減速し、歩行者等の周囲に水が跳ねないよう
に気を付けてください。

転倒による事故を防ぐために
	z雨、風、雪の激しい時は運転しないでください。ブレーキが利かず、スリップにより転
倒しケガのおそれがあります。
	z滑りやすい路面（濡れたり凍結している道、水たまりや積雪など）では運転しないでく
ださい。スリップにより、転倒しケガのおそれがあります。
	z路面状態の悪い所や段差の激しい所を運転しないでください。
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製品の確認
製品がお手元に届きましたら、下記のものが過不足無いことをご確認ください。
内容に問題がありましたら取扱店にご連絡ください。

1	 本体
2	 書類ケース
3	 バッテリーキー（２本）
4	 管理用 IC タグ（1 枚）
5	 ストラップ
6	 バッテリー

7	 バッテリー充電器
8	 保証書

 メモ
ストラップは、管理用 IC タグに取り付けて
ご使用ください。
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各部の名称
右側面

1 2 43

56

7

8

1	 シート
2	 バッテリー
3	 ハンドル高さ調整レバー
4	 バッテリーキー差込口
5	 ステップ
6	 センタースタンド
7	 モーター
8	 シートポストクランプ
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各部の名称
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左側面

1 3

457

8

2

6
1	 ヘッドライト／ホーン（ヘッドライト内部）
2	 ハンドルポスト折畳レバー
3	 スマートロック
4	 後輪ブレーキディスク
5	 ステップ
6	 充電口
7	 前輪ブレーキディスク
8	 バッテリー充電器
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各部の名称
前面

1
2

4

2
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1	 ハンドルバー
2	 前ウィンカー / 前最高速度表示灯
3	 後輪ブレーキレバー
4	 ステップ
5	 前輪タイヤ
6	 前輪ブレーキレバー
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各部の名称
後面

2

1

4
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3

1	 テールランプ / ブレーキランプ
2	 後ウィンカー / 後最高速度表示灯
3	 リア反射板 / ナンバープレートステー
4	 後輪タイヤ
5	 ナンバーライト（白色 LED）
6	 書類ケース
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各部の名称
ハンドルバー

1 2 2 3

44 5678

1	 後輪ブレーキレバー（左）
2	 前ウィンカー / 前最高速度表示灯
3	 前輪ブレーキレバー（右）
4	 グリップ
5	 スロットル
6	 スロットルメーター（インフォメーション・ディスプレイ部）
7	 ホーンボタン
8	 ウィンカースイッチ
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当製品は特定小型原動機付自転車です。運
転する場合には事前にナンバーの登録と取
り付け、自賠責保険の加入が必要です。ま
た、運転するときにはヘルメットを着用して
ください。
車両を安全に運転するために、以下の内容
を必ず行ってください。

メモ
ナンバープレートの登録、自賠責保険の
加入の詳細については、ヘルプセンターを
参照してください。

ヘルプセンター：
https://support.glafit.com/hc/ja

ナンバープレートの登録
各自治体でナンバープレート登録の手続き
をして、ナンバープレートを取得してくだ
さい。

 注 意
当製品は「特定小型原動機付自転車」です。
ナンバープレートを取得しなければ運転で
きません。

自賠責保険への加入
自賠責保険への加入は法律で義務付けられ
ています。
自賠責保険への加入申し込みは、自賠責保
険取扱店、コンビニエンスストアなどでで
きます。

メモ
事故の程度によっては、自賠責保険だけで
は費用が対応できない場合があります。そ
のため自賠責保険に合わせ任意保険への加
入も推奨します。既に自動車保険にご加入
の場合は、その自動車保険の特約で附帯さ
れることもありますので、ご加入の自動車
保険の窓口にお問い合わせください。

ヘルメットを用意
運転する際は、交通事故の被害を軽減する
ために、ヘルメットを着用してください。二
輪車用ヘルメットをご用意ください。

最初に運転するとき
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最初に運転するとき
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シート・シートポストの取り付け
以下の手順で、シートとシートポストを車
両に取り付けてください。

1	 箱からシート・シートポストを取り出
す。

1

1
1	 シート・シートポスト

2	 シートポストクランプを手前に引いて、
シート・シートポストを取り付けます。

メモ
zシートの位置は、シートにまたがった状

態で、両足のつま先が地面に接地する高
さに調整してください。

zシートの高さは、シートポストの表示
（MAX）“a”を超えない範囲で調節して
ください。

2

a

1

1	 シートポストクランプ
2	 シート・シートポスト

 危 険
シートの高さを、シートポストの MAX 印
の範囲を超えて固定すると、乗車中に破損
する怖れがあります。必ず MAX 印を超え
ない範囲で調整してください。
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最初に運転するとき
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3	 シートポストクランプを元の位置に戻
します。

メモ
zシートを上から押さえ、シートが下がら

ないことを確認してください。
zシートポストクランプを元の位置に戻し

てもシート位置がしっかりと固定できな
い場合は、レバーが開いた状態でレバー
調節ツマミを時計周りに回して調節して
ください。

zシートポストクランプが固く元の位置に
戻し難い場合は、レバーが開いた状態で
レバー調節ツマミを反時計周りに回して
調節してください。

1

2

1	 シートポストクランプ
2	 レバー調整ツマミ

書類ケースの取り付け
以下の手順で、自賠責保険証明書を書類ケー
スに入れて、シートに取り付けてください。

1 書類ケース

1 書類ケースに、自賠責保険証明書を入
れます。

2　書類ケースを、シート下の図で示す丸
印の位置に取り付けます。
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最初に運転するとき
バッテリーの起動
車両お届け時には、バッテリーが休止状態
になっているため、そのままではご利用で
きません。

車両を初めて利用する前に、バッテリーを起
動する必要があります。一度充電器につない
でください。

1	 初回充電時は、必ずバッテリー単体で
充電を開始してください。

メモ
充電器は、確実に奥までしっかりと挿し込
まれていることを確認してください。

1

2
1	 バッテリー
2	 バッテリー充電器

2	 充電器のインジケーター LED が赤色に
点灯すれば、バッテリーの起動完了で
す。

メモ
一度インジケーター LED が赤色に点灯すれ
ばバッテリーはご利用可能になりますが、
車両出荷時には、バッテリーは満充電になっ
ておりませんので、走行前には充電するこ
とを推奨します。

1

1	 インジケーター LED

3	 充電器を取り外し、バッテリーを車両
へ取り付けます。

メモ
バッテリーの取り付けは、25 ページ「バッ
テリーの取り付け」を参照。
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最初に運転するとき
スマートロックの初期設定
スマートロックを最初に使用する前に、専
用アプリでの初期設定が必要です。初期設
定を行わないと、スマートロックが解錠で
きず、車両を使用することができません。

1	 専用アプリをダウンロードします。

2	 アプリの指示に従い、設定を行います。

 メモ
	z初期設定方法の詳細は、専用アプリを御
覧ください。
	z専用アプリの取扱説明書は、以下の URL
からダウンロードできます。
https://support.glafit.com/hc/ja/
articles/28512989877529

3	 スマートロックを解錠します。

 メモ
スマートロックのロック解除方法は、22
ページ「スマートロックの解錠」を参照。
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各部の操作
インフォメーション・ディスプレイ
以下の機能があります。

	zパワーのオン・オフ
	z走行モード表示
	z走行モードの切り替え
	zバッテリー残量目安表示
	zバッテリー電圧表示
	zオドメーター（総走行距離表示）
	zトリップメーター（走行距離表示）

 警 告
バッテリーの残量の確認や、表示の切り替えは必ず停車中に行ってください。

1

2

3

4

5

6

1	 走行モード表示
2	 走行距離 / バッテリー電圧表示
3	 バッテリー残量目安表示
4	 表示切替ボタン
5	 パワースイッチ
6	 走行モード切替ボタン



18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

各部の操作
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パワースイッチ

 注 意
走行中にパワースイッチの操作をしないで
ください。

スマートロックがロック解除状態のときに、
パワースイッチを長押しする（約２秒間押
し続ける）ことで、パワーのオン／オフが
できます。

 メモ
	z特定小型原動機付自転車は走行時には、
日中でも灯火類の点灯が義務付けられてい
ます。
	zスマートロックのロック解除方法は、
22 ページ「スマートロックの解錠」を
参照。

1

1	 パワースイッチ

表示切替ボタン
表示切替ボタンを押すごとに、走行距離 /
バッテリー電圧表示が、オドメーター➡ト
リップメーター➡オドメーター（1000 km
以上）➡バッテリー電圧表示➡オドメーター
の順で切り替わります。

2 3

5 4

1

1	 表示切替ボタン
2	 オドメーター（総走行距離表示）
3	 トリップメーター（走行距離表示）
4	 オドメーター（1000 km ごとに加算。0001 の

場合 1,000 km を示します。）
5	 バッテリー電圧（V）表示
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各部の操作
オドメーター
走行した総距離を表示します。

 メモ
オドメーターはリセットできません。

トリップメーター
パワーをオンした所からの走行距離を表示
します。

 メモ
トリップメーターは、パワーオフするごと
にリセットされます。

オドメーター（1000 km 以上）
走行した総距離（1,000 km 以上）を表示
します。

 メモ
	zオドメーターはリセットできません。
	z 1,000 km は “0001”、2,000 km は
“0002” と表示されます。

例：�（ODO,TRIP 表示）: “1” +（ODO 表示）: 
“234.5” → 走行距離 1234.5 km

1
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3

4
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8
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各部の操作
バッテリー電圧表示
バッテリーの電圧（V）を表示します。

走行モード切替ボタン
停車中にブレーキレバーを握っている状態
で、走行モード切替ボタンを押すごとに、
走行モードが歩道可 ➡ 車道専用 ➡ 歩道可
の順で走行モードが切り替わります。

 メモ
	zパワーをオンしたときは、常時歩道可モー
ドになります。
	z走行モードの切り替えは、停車中にブレーキ
レバーを握った状態で行ってください。

1

1	 走行モード切替ボタン

走行モード表示
選択している走行モードを表示します。
表示モードと走行方法は以下の通りです。

歩道可モード 車道専用モード

表示 
モード

最高速度 
表示灯 点滅 点灯

最高速度 6km/h 20km/h

通行可能 
道路

・路側帯
・�自転車走行可

の歩道
・車道
・自転車専用道路
・�自転車専用通

行帯

・自転車専用道路
・車道
・�自転車専用通

行帯

バッテリー残量表示目安
バッテリーの残量が少なくなった場合に点
灯します。

 メモ
表示が点灯した場合は充電を推奨します。
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各部の操作
スマートロック
スマートロックは、専用アプリとスマート
ロック IC タグで後輪のロック解除と、同時
にパワーオン及び、後輪のロックをするシ
ステムです。

1
2

3

4

1	 起動ボタン
2	 NFC カードリーダー
3	 LED ランプ
4	 ロックレバー

初期設定
スマートロックを最初に使用する前に、専
用アプリでの初期設定が必要です。初期設
定を行わないと、スマートロックが解錠で
きず、車両を使用することができません。

 メモ
スマートロックの初期設定は、16 ページ

「スマートロックの初期設定」を参照。

起動ボタン
スマートロックがスリープ（低消費電力）
モードの場合、起動ボタンを押すことで、
スマートロックを起動できます。

 メモ
	zスマートロックの起動状態は、LED ラン
プの点灯で確認できます。
	zバッテリー残量が 10％以下になった場合
に、節電のためスマートロックの電源が
切れます。

2

1

1	 起動ボタン
2	 LED ランプ

LED ランプの表示
LED ランプの表示で、スマートロックの状
態を知ることができます。

緑色・点灯 電源に接続中 / オンライン
解錠可能な状態

青色・点灯
電源に接続中 / オフライン
スマートロック IC タグでの
み解錠可能な状態

赤色・点滅 バッテリー残量が 10％以下

消灯 スリープ（低消費電力）モード
バッテリー残量が 0% など
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各部の操作
スマートロックの解錠

1	 スマートロック IC タグで、NFC カー
ドリーダー部に触れて解錠します。

 メモ
	z解錠の際に、LED ランプが点灯している
ことを確認してください。
	z IC タグを読み取ると、「ピ」と鳴ります。

1	 スマートロック IC タグ
2	 NFC カードリーダー

1

1	 LED ランプ

スマートロックの施錠

1	 ロックレバーをカチッと音がするまで
下げます。

1

1	 ロックレバー

バッテリー
バッテリーは、リチウムイオン電池を使用
しています。

バッテリーの取り扱い
バッテリーの取り扱いは、火災や感電を防
ぐため下記のことにご注意ください。
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各部の操作

 警 告
zバッテリーを当製品以外に使用しないで

ください。
zバッテリーは、落下や破損しないよう、

取り扱いには十分ご注意ください。落下、
破損により火災の恐れがあります。

zバッテリー本体は平らな形状で滑りやす
い材質でできています。しっかりと手で持
ち、取り扱いには十分注意してください。

zバッテリーを落としたり、衝撃を与えた
りしないでください。

zバッテリーに水をかけたり、水の中に入
れないでください。

zバッテリーを分解しないでください。
zバッテリーを加工、改造などをしないで

ください。
zバッテリーを火気に近づけないでくださ

い。
zバッテリー外装に破損があったり、凹み

があった場合は使用しないでください。

 注 意
zバッテリーは、車体に入れたまま長期間

放置すると、バッテリーの電圧が充電で
きないほど下がり、使用できなくなる恐
れがあります。

zバッテリーは、車体から抜いた状態でも
自然放電します。車体から抜いて保管す
る場合も、最低 1 ヶ月に一度は、補充
電をしてください。

1

1	 バッテリー

バッテリーインジケーター
バッテリー本体にあるバッテリーインジ
ケーターは、LED（赤・緑・青）の点灯と
消灯で、バッテリー残量の目安を表示しま
す。
バッテリー残量を確認するときは、残量表
示ボタンを押します。

1	 残量表示ボタン
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各部の操作
バッテリーインジケーターの LED の点灯色
で、バッテリーの残量を確認できます。

メモ
残量表示ボタンを押している間のみ、バッ
テリーインジケーター LED が点灯します。

表示 バッテリー残量

青
多い

緑

赤
少ない

無し

○：青点灯
●：緑点灯
●：赤点灯
●：消灯

バッテリーの取り外し

 注 意
バッテリーを取り外す際は、必ずパワーオ
フした状態で作業をしてください。

1	 フレーム右側にあるバッテリーキー差
込口に、バッテリーキーを差し込み、
キーを右に回してロックを解除します。

 注 意
ロックを解除しないままバッテリーを抜こ
うとすると、破損の恐れがあります。

メモ
バッテリーキーは予備を含め 2 本が付属さ
れています。なくさないようにしてくださ
い。

2

1

1	 バッテリーキー差込口
2	 バッテリーキー

満充電
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各部の操作
2	 フレームからバッテリーを取り外しま

す。

 警 告
バッテリー外装は滑りやすい材質です。
バッテリーを車両から抜き取る際は、低い
姿勢で行ってください。誤って高い位置か
らバッテリーが落下した場合に、破損・火
災の恐れがあります。

1

1	 バッテリー

バッテリーの取り付け

1	 バッテリーをフレームに取り付ける。

 警 告
バッテリー外装は滑りやすい材質です。
バッテリーを車両に入れる際は、低い姿勢
で行ってください。誤って高い位置から
バッテリーが落下した場合に、破損・火災
の恐れがあります。

メモ
バッテリーは後ろ側からフレームに取り付
け、前側をカチッと音がするまで押して確
実に取り付けてください。

1

1	 バッテリー

2	 バッテリーキー差込口に、バッテリー
キーを差し込み、キーを左に回してロッ
クをします。

2

1

1	 バッテリーキー差込口
2	 バッテリーキー

3	 バッテリーキーを取り外します。
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各部の操作
バッテリーの充電（バッテリー単体での充電）

バッテリーへの充電は、バッテリーを車
両から取り外し、付属の専用充電器を使
用して、ご家庭の AC コンセント (100 ～
240V）からできます。

 警 告
z充電器は、NFR-01 Pro のバッテリー以

外で使用しないでください。
z充電器は、充電完了後に自動で充電を停

止しますが、安全のため充電終了後は
AC コンセントからケーブルを抜いてく
ださい。

z充電器から異臭や発煙がある場合には直
ちにコンセントから抜き使用しないでく
ださい。

zバッテリーや充電器は、水に濡らしたり、
濡れた手で触らないでください。

zバッテリーや充電器は、分解や改造をし
ないでください。

 注 意
zバッテリーの充電には、付属の NFR-01 

Pro 専用充電器以外は使用しないでくだ
さい。

z充電器は充電中の状況によって、高温に
なります。充電器に触らないでください。
温度の高い場所や燃えやすいものの近く
でバッテリーを充電しないでください。
また、温度が高くなることで、変色や変
形する可能性のあるものの近くに、充電
器を置かないでください。

z車両がパワーオンの状態で充電しないで
ください。

1	 バッテリーを車両から取り外します。

メモ
バッテリーの取り外しは、24 ページ「バッ
テリーの取り外し」を参照。

1

1	 バッテリー

2	 充電器のプラグを AC コンセントに接
続します。

メモ
充電器をコンセントに接続した際、充電器
のインジケーター LED ランプが緑色に点灯
していることを確認します。

1

1	 インジケーター LED
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各部の操作
3	 バッテリーに充電器を接続し、充電を

開始します。

 メモ
	z充電コネクターをバッテリーに挿すとき
に、火花が発生する場合があります。
	z充電器をバッテリーに接続すると自動で
充電を開始します。
	z充電中は充電器のインジケーター LED ラ
ンプが赤色に点灯します。
	z充電時間は満充電で約 5 時間です。
	z充電が完了すると充電器のインジケー
ター LED ランプが緑色に点灯もしくは点
滅します。

1

2

1	 バッテリー
2	 インジケーター LED

 注 意
充電中は、充電器本体が高温になりますの
で注意してください。

4	 充電器をバッテリーから取り外します。

5	 バッテリーを車両に取り付けます。

 メモ
バッテリーの取り付けは、25 ページ「バッ
テリーの取り付け」を参照。

バッテリーの充電
バッテリーへの充電は、付属の専用充電器
を使用して、ご家庭の AC コンセント (100
～ 240V）からできます。

 警 告
	z充電器は、NFR-01 Pro のバッテリー以
外で使用しないでください。
	z充電器は、充電完了後に自動で充電を停
止しますが、安全のため充電終了後は
AC コンセントからケーブルを抜いてく
ださい。
	z充電器から異臭や発煙がある場合には直
ちにコンセントから抜き使用しないでく
ださい。
	zバッテリーや充電器は、水に濡らしたり、
濡れた手で触らないでください。
	zバッテリーや充電器は、分解や改造をし
ないでください。
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各部の操作

 注 意
zバッテリーの充電には、付属の NFR-01 

Pro 専用充電器以外は使用しないでくだ
さい。

z充電器は充電中の状況によって、高温に
なります。充電器に触らないでください。
温度の高い場所や燃えやすいものの近く
でバッテリーを充電しないでください。
また、温度が高くなることで、変色や変
形する可能性のあるものの近くに、充電
器を置かないでください。

z車両がパワーオンの状態で充電しないで
ください。

メモ
zバッテリーは、車両に取り付けた状態で

も、取り外した状態でも充電できます。
zバッテリーは充電と放電を繰り返すと消耗

します。参考として 300 回の充電でバッテ
リー容量は 80％程度まで消耗します。

1	 充電器のプラグを AC コンセントに接
続します。

メモ
充電器をコンセントに接続した際、充電器
のインジケーター LED ランプが緑色に点灯
していることを確認します。

1

1	 インジケーター LED

2	 キャップを取り外します。

1

1	 キャップ
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各部の操作
3	 車両のバッテリー充電口に充電器を接

続します。

メモ
z充電コネクターを車両に挿すときに、火

花が発生する場合があります。
z充電器を車両に接続すると自動で充電を

開始します。
z充電中は充電器のインジケーター LED ラ

ンプが赤色に点灯します。
z充電時間は満充電で約 5 時間です。
z充電が完了すると充電器のインジケー

ター LED ランプが緑色に点灯もしくは点
滅します。

1

2

1	 充電口
2	 インジケーター LED

 注 意
充電中は、充電器本体が高温になりますの
で注意してください。

4	 充電器を車両から取り外し、車両に
キャップを取り付けます。

充電器
充電器の取り扱いは、火災や感電を防ぐた
め下記のことにご注意ください。

 警 告
z充電器は、NFR-01 Pro のバッテリー以

外で使用しないでください。
z充電器は、充電完了後に自動で充電を停

止しますが、安全のため充電終了後は
AC コンセントからケーブルを抜いてく
ださい。

z充電器から異臭や発煙、異常な発熱があ
る場合には直ちにコンセントから抜き使
用しないでください。

z充電器は、水に濡らしたり、濡れた手で
触らないでください。

z充電器は、分解や改造をしないでくださ
い。

 注 意
zバッテリーの充電には、付属の NFR-01 

Pro 専用充電器以外は使用しないでくだ
さい。

z充電器は充電中の状況によって、高温に
なります。充電器に触らないでください。
温度の高い場所や燃えやすいものの近く
でバッテリーを充電しないでください。
また、温度が高くなることで、変色や変
形する可能性のあるものの近くに、充電
器を置かないでください。

z車両がパワーオンの状態で充電しないで
ください。
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各部の操作
付属の充電器は本製品専用の充電器です。
充電器を、ご家庭の AC コンセント (100
～ 240V）と車両のバッテリーに接続して
充電します。

バッテリーの充電方法は、27 ページ「バッ
テリーの充電」を参照。

バッテリーへの充電状況は、充電器のイン
ジケーター（LED ランプ）でわかります。

1

1	 インジケーター LED

LED 色 点灯状況 充電状況

緑 点灯 待機中 
(ACコンセント側のみ接続)

赤 点灯 充電中

緑 点灯または点滅 充電完了

シート
シートの調整

1	 シートポストクランプを手前に引いて、
シートの高さを調整します。

メモ
zシートの位置は、シートにまたがった状

態で、両足のつま先が地面に接地する高
さに調整してください。

zシートの高さは、シートポストの表示
（MAX）“a”を超えない範囲で調節して
ください。

1

a

1

1	 シートポストクランプ
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各部の操作
2	 シートポストクランプを元の位置に戻

します。

メモ
zシートポストクランプを元の位置に戻し

てもシート位置がしっかりと固定できな
い場合は、レバーが開いた状態でレバー
調節ツマミを時計周りに回して調節して
ください。

zシートポストクランプが固く元の位置に
戻し難い場合は、レバーが開いた状態で
レバー調節ツマミを反時計周りに回して
調節してください。

1

2

1	 シートポストクランプ
2	 レバー調整ツマミ

 危 険
シートの高さを、シートポストの MAX 印
の範囲を超えて固定すると、乗車中に破損
する怖れがあります。必ず MAX 印を超え
ない範囲で調整してください。

ハンドルバー
ハンドルバーは、使用者の好みに応じて高
さを調節できます。

ハンドルバーの高さの調整
車両を運転する際は、ハンドルバーは正し
い位置に調整してください。

1	 ハンドル高さ調整レバーを手前に引き
ます。

1

1	 ハンドル高さ調整レバー

2	 ハンドルバーの高さを調整して、ハン
ドル高さ調整レバーを元の位置に戻し
ます。

メモ
zハンドル高さ調整レバーを元の位置に戻

してもハンドルバー位置がしっかりと固
定できない場合は、レバーが開いた状態
でレバー調節ツマミを時計周りに回して
調節してください。

zハンドル高さ調整レバーが固く元の位置
に戻し難い場合は、レバーが開いた状態
でレバー調節ツマミを反時計周りに回し
て調節してください。
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2
1

1	 ハンドル高さ調整レバー
2	 レバー調節ツマミ

ヘッドライト
ヘッドライトは、パワーオンすることで、
自動的に点灯します。
ヘッドライトは、法令により走行中は日中でも
点灯することが義務づけられています。

ホーン
ホーンは、ヘッドライト内部にあります。
ホーンボタンを押すと鳴動します。

1

1	 ホーン

ホーンボタン
ボタンを押すとホーンが鳴動します。ボタ
ンを押している間、ホーンは鳴動し続けま
す。
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各部の操作
ウィンカー / 最高速度表示灯
最高速度表示灯は、パワーオン状態で、歩
道可モードのときは緑色に点滅、車道専用
モードのときは緑色に点灯します。

ウィンカーは、ウィンカースイッチ（方向
指示器）のスライドした方向がオレンジ色
に点滅します。

ウィンカースイッチ（方向指示器）
ウィンカースイッチ（方向指示器 ) は進路
変更の合図に使用します。
ウィンカースイッチを右にスライドすると、
右ウィンカーが点滅します。
ウィンカースイッチを左にスライドすると
左ウィンカーが点滅します。
ウィンカーを消灯する場合は、スイッチを
中央の○印の位置に戻します。

 注 意
ウィンカー点滅中も、ウィンカーは「カチ
カチ」といった作動音は鳴りません。ウィ
ンカー指示の戻し忘れにご注意ください。
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各部の操作
前輪ブレーキレバー
前輪ブレーキをかける際は、ハンドルバー
右側のレバーを握ります。

 警 告
ブレーキレバーを握るときにはスロットル
から手を放してください。

後輪ブレーキレバー
後輪ブレーキをかける際は、ハンドルバー
左側のレバーを握ります。

 警 告
ブレーキレバーを握るときにはスロットル
から手を放してください。

スロットル
スロットルは、ハンドルバー右側グリップ
の左側とインフォメーション・ディスプレ
イの間にあります。
スロットルを、右手の人差し指と親指で挟
み、手前方向に回すとスロットル・オンと
なって、モーター走行ができます。
スロットルを戻すと速度が落ちます。

 危 険
スロットル操作を誤ると急発進し、たいへ
ん危険ですので慎重に操作してください。
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各部の操作

 メモ
走行中にブレーキレバーを握ると、自動的
にモーター出力が停止します。

1

1	 スロットル

ステップ
走行中に足を置きます。車両を折り畳む際
は、ステップを折り畳みます。

センタースタンド
センタースタンドは、駐車する際に使用し
ます。また、走行する際にはセンタースタ
ンドを足でけるなどして跳ね上げます。

走行時
走行時は、ハンドルバーを真っ直ぐにした
状態で、車両を前方に動かして、センター
スタンドを跳ね上げてください。
跳ね上がったセンタースタンドは地面に対
して水平方向の位置になります。

 危 険
走行時は、確実にセンタースタンドを跳ね
上げてください。走行中、段差や凹凸があ
るとセンタースタンドが接触し、たいへん
危険です。
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各部の操作
駐車時
平坦な場所で車両を垂直にして、センター
スタンドを足で地面に接触するまで押し下
げます。次にハンドルバーを真っ直ぐにし
た状態で、シートを持ち上げながら車両を
後方に引いてセンタースタンドを立ててく
ださい。
センタースタンドは確実に立てて車両が倒
れないようにしてください。
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運転前には必ず点検を実施してから走行してください。
最初にパワーオフ状態で点検し、その後パワーオンした状態で点検作業を実施してください。

 注 意
点検で異常が発見されたり、不明点が見つかった場合は、必ず取扱店へご相談ください。

パワーオフ状態での点検
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運転前点検
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運転前点検
No. 点検箇所 点検内容

1 ハンドルバー センターが合っているか？ ガタついていないか？

2 シート 前後の向きが合っているか？ ガタついていないか？
回転しないか？

3 書類ケース 書類ケースがシート下に取り付けられ、自賠責保険証明証が入っ
ているか？

4 シートポストクランプ レバーはしっかりとロックされているか？シートが下がらないか？ 高さ
が合っているか (MAX 印を超えない位置になっているか )？

5 フレーム フレームに著しい外傷やたわみなどがないか？

6 ハンドル高さ調整レバー レバーがしっかりとロックされているか？下がらないか？
高さが合っているか？

7 ハンドルポスト折畳レバー レバーがしっかりとロックされているか？

8 前輪ブレーキ
ブレーキの動作に問題ないか？
ブレーキに異物等が挟まっていないか？
ブレーキパッドがすり減っていないか？

9 後輪ブレーキ
ブレーキの動作に問題ないか？
ブレーキに異物等が挟まっていないか？
ブレーキパットがすり減っていないか？

10 タイヤ（前輪／後輪）
タイヤの溝がすり減っていないか？ (1 mm 以下になったら交換 )
タイヤに傷等はないか？空気が減ってないか？

［適正空気圧：280 ～ 310 kPa （2.8 ～ 3.1 bar）］

11 ステップ ガタつきはないか？ 正しく取り付けられているか？

12 前輪ブレーキレバー ブレーキレバーを握り、車両を前後に動かし前輪が回らないか？

13 後輪ブレーキレバー ブレーキレバーを握り、車両を前後に動かし後輪が回らないか？
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運転前点検
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パワーオン状態での点検

 危 険
パワーオン状態で、スロットルを回さないでください。
スロットルを回すと、車両が動き出してたいへん危険です。
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運転前点検
No. 点検箇所 点検内容

1 インフォメーション・
ディスプレイ 液晶画面のバックライトが点灯し、ディスプレイが表示されているか？

2 バッテリー残量表示目安 バッテリー残量目安表示が表示されている場合は走行距離が短くなる
ので充電してください。

3 表示切替ボタン ボタンを押して表示内容が切り替わっているか？
 （切り替わり内容は、18 ページ「表示切替ボタン」参照 )

4 走行モード切替ボタン ボタンを押して表示内容が切り替わっているか？
 （切り替わり内容は、20 ページ「走行モード切替ボタン」参照 )

5 ヘッドライト 点灯しているか？

6 右前ウィンカー / 
最高速度表示灯

歩道可モードのときに右前 最高速度表示灯が緑色に点滅、車道専用
モードのときは緑色に点灯しているか？
ウィンカースイッチを右にして、右前ウィンカーランプが点滅して
いるか？

7 右後ウィンカー / 
最高速度表示灯

歩道可モードのときに右後 最高速度表示灯が緑色に点滅、車道専用
モードのときは緑色に点灯しているか？
ウィンカースイッチを右にして、右後ウィンカーランプが点滅して
いるか？

8 左前ウィンカー

歩道可モードのときに左前 最高速度表示灯が緑色に点滅、車道専用
モードのときは緑色に点灯しているか？
ウィンカースイッチを左にして、左前ウィンカーランプが点滅して
いるか？

9 左後ウィンカー

歩道可モードのときに左後 最高速度表示灯が緑色に点滅、車道専用
モードのときは緑色に点灯しているか？
ウィンカースイッチを左にして、左後ウィンカーランプが点滅して
いるか？

10 テールランプ テールランプが点灯しているか？

11 ブレーキランプ
右ブレーキレバーを握るとテールランプがより明るく点灯するか？

左ブレーキレバーを握るとテールランプがより明るく点灯するか？

12 ホーン ホーンボタンを押して、押している間ホーンが鳴動しているか？

13 モーター スムーズに動くか ? 異音がしないか？
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乗車

 警 告
z乗車前に必ず運転前点検をしてくださ

い。運転前点検は、37 ページ「運転
前点検」を参照。

z運転席に着座しないなど走行しない時
は、必ずパワーをオフにしてください。
パワーオンの状態でスロットルを回す
と、モーターが回ります。意図しない発
進を防ぐため、運転席から降りる時や、
押して歩くなどの場合も、必ずパワーを
オフにしてください。

1	 スマートロックを解錠し、パワーをオ
ンにします。

メモ
スマートロックのロック解除方法は、22
ページ「スマートロックの解錠」を参照。

2	 センタースタンドを跳ね上げます。

 警 告
運転する際は、確実にセンタースタンドを
跳ね上げて走行してください。段差等でセ
ンタースタンドが接触し、場合によっては
転倒するおそれもあり、たいへん危険です。

運転
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運転
3	 左右のブレーキレバーをしっかりと握

りながら、車両の左側からまたがるよ
うにして乗車します。

 危 険
乗車時、スロットルには絶対触らないでく
ださい。車両が動き出し危険です。

1

1	 スロットル

走行
運転経験がない方は、最初は慣れが必要で
す。
少し慣らし運転をしてください。走行する
際はスロットルの急激な操作をしないでく
ださい。

 警 告
運転する際は、確実にセンタースタンドを
跳ね上げて走行してください。段差等でセ
ンタースタンドが接触し、場合によっては
転倒するおそれもあり、たいへん危険です。

メモ
zバッテリー残量目安表示が表示された場

合は、充電をしてください。走行はでき
ますが、走行中にバッテリー切れになり
パワーオフになる可能性があるためご注
意ください。

z要充電の状態でも、ヘッドライト、ウィ
ンカー、最高速度表示灯、ブレーキランプ、
ホーンは機能します。

zバッテリー容量がゼロになると、ヘッド
ライト、ウィンカー、最高速度表示灯、
ブレーキランプ、ホーンが機能しません。
この状況では整備不良となり、法令違反
となりますので、直ちに運転を中止し（走
行禁止 )、充電をしてください。

zバッテリー残量によって、最高速度と最
大出力は低下します。

zバッテリーの消耗は、運転者の体重、運
転の仕方、走行状態、気温、気圧等で変
化します。それによって走行可能距離や、
最高速度は変化します。
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運転
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1	 インフォメーション・ディスプレイを
見て、走行モードを確認します。

2	 インフォメーション・ディスプレイの
走行モード切替ボタンを押して、好み
の走行モードを選択します。

メモ
z各走行モードについては、20 ページ

「走行モード切替ボタン」を参照。
z車道専用モードから歩道可モードへの

切り替えは、停車中に行ってください。
z歩道可モードから車道専用モードへの

切り替えは、停車中に行ってください。

1

1	 走行モード切替ボタン

3	 スロットルを回して、発進します。

ブレーキ
ブレーキは、スロットルを戻した状態で前
輪（右側ブレーキレバー)と後輪（左側ブレー
キレバー）を同時に使ってください。

 警 告
zブレーキレバーを握るときにはスロット

ルから手を放してください。
zブレーキパッドは消耗品です。ブレーキ

の利きが悪くなった場合には交換してく
ださい。

 注 意
z急ブレーキは、タイヤをロックさせてし

まい、転倒するなど安定性を損なうおそ
れがありますのでご注意ください。

zブレーキをかけたままの運転はしないで
ください。ブレーキの温度が上昇し、制
動力が減少し、効きが悪化し危険です。



44

運転

1

1	 スロットル

駐輪
平坦な地面で、センタースタンドを下げて
駐輪してください。また、盗難防止のため
にも必ず施錠してください。

 注 意
当製品は特定小型原動機付自転車です。駐
輪する際は、駐車違反にならないよう、特
定小型原付が駐輪可能なところへ駐輪して
ください。また、自転車専用駐輪場には駐
輪できませんのでご注意ください。
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車両の折り畳み

 注 意
作業をする際は、くれぐれも手指をはさん
だり、目にあたらないように注意してくだ
さい。

1	 インフォーメーション・ディスプレイ
のパワースイッチでパワーオフします。

メモ
車両を折り畳む際は、必ずパワーオフして
ください。

1

1	 パワースイッチ

2	 シートポストクランプを手前に引き、
シートを一番下まで下げます。

メモ
シート位置の変更後は、シートポストクラ
ンプを元の位置に戻してください。

1

1

1	 シートポストクランプ

3	 ハンドル高さ調整レバーを手前に引き、
ハンドルバーを一番下まで下げます。

メモ
ハンドルバーの位置を変更後、ハンドル高
さ調整レバーを元の位置に戻してください。

1

1	 ハンドル高さ調整レバー

車両の折り畳み・組み立て
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車両の折り畳み・組み立て
4	 ステップを奥に押しながら折り畳みま

す。

1

1	 ステップ

5	 ハンドルポスト折畳レバーのスイッチ
を押しながら、ハンドルポスト折畳レ
バーを手前に引き、ハンドルポストを
車両右側に折り畳みます。

 メモ
	zハンドルポストを折り畳む際、ブレーキ
線が引っかからないように気を付けてく
ださい。
	zハンドルポストを折り畳んだら、ハンド
ルポスト折畳レバーを元に戻します。

2

1

1	 レバースイッチ
2	 ハンドルポスト折畳レバー
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車両の折り畳み・組み立て
6	 スマートロックを施錠して後輪をロッ

クします。

 メモ
スマートロックの施錠は、22 ページ「ス
マートロックの施錠」を参照。

 注 意
車両を折り畳んだ際は、盗難防止のために
必ずスマートロックで後輪をロックしてく
ださい。

車両の組み立て

 注 意
作業をする際は、くれぐれも手指をはさん
だり、目にあたらないように注意してくだ
さい。

1	 ハンドルポスト折畳レバーを手前に引
き、ハンドルポストを立てます。

2	 ハンドルポスト折畳レバーを上げて、
カチッと音がするまでしっかりと押し
込みます。

1

1	 ハンドルポスト折畳レバー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14



48

車両の折り畳み・組み立て
3	 ハンドルバーの高さを調整します。

 メモ
ハンドルバーの高さの調整は、31 ページ

「ハンドルバーの高さの調整」を参照。

4	 シートポストクランプを手前に引いて、
シートの高さを調整します。

 危 険
シートの高さを、シートポストの MAX 印
の範囲を超えて固定すると、乗車中に破損
する怖れがあります。必ず MAX 印を超え
ない範囲で調整してください。

 メモ
シートの高さの調整は、30 ページ「シー
トの調整」を参照。

1

1

1	 シートポストクランプ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14



49

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

車両の折り畳み・組み立て
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5	 折り畳んでいる両側のステップを元の
位置に戻します。

1

6	 スマートロックを解錠します。

 メモ
スマートロックのロック解錠方法は、22
ページ「スマートロックの解錠」を参照。

7	 インフォメーション・ディスプレイ、
ヘッドライト、ナンバーライト、テー
ルランプの点灯を確認します。

 メモ
	z点灯しない場合は、 スマートロックの解
錠、バッテリーの取り付け、バッテリー
の充電量、を確認してください。
	z走行前には運転前点検を行ってください。
運転前点検の方法は、37 ページ「運転
前点検」を参照。
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車両の折り畳み・組み立て

 危 険
組み立て後は、シートポストクランプ、ハ
ンドル高さ調整レバー、ハンドルポスト折
畳レバーが確実にロックされていることを
確認してください。走行中にこれらが緩む
と転倒のおそれがあり、大変危険です。
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点検・整備
点検・整備について
安全に車両をお使いいただくためにも、点検・整備は欠かさないでください。
点検には、日常的な日常点検・運転前点検と定期点検があります。
安全にお使いいただくために、点検・整備は必ず実施してください。

 警 告
不適切な点検や整備、故障箇所の未修理は、事故等トラブルを発生させる原因となります。
トラブルの結果、人の死亡、もしくは重傷を負う可能性があります。正しく点検・整備を
実施してください。

点検・整備 ▶

定期点検
（新車時） ▶ 1 ヶ月点検

取扱店へ依頼してください
６ヶ月点検

日常点検 *1 ▶ 運転前点検 *2

お客様ご自身で行ってください
洗車 *3

定期点検 ▶ １２ヶ月
取扱店へ依頼してください

２４ヶ月

*1: 日常点検の方法は、52 ページ「日常点検」を参照。
*2: 運転前点検の方法は、37 ページ「運転前点検」を参照。
*3: 洗車の方法は、56 ページ「洗車」を参照。

定期点検
定期点検は、車両使用者の管理責任で定期的に行う点検整備です。
定期点検には、新車購入時に行う「1 ヶ月点検」・「6 ヶ月点検」と、定期的に行う「12 ヶ
月点検」・「24 ヶ月点検」があります。
定期点検は取扱店にご依頼ください。
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点検・整備
日常点検
日常点検は、日頃車両を使用していく中で、
ユーザーの皆様が自分自身で行う点検です。

 警 告
経年使用により、車両の各部が痛んだりネ
ジが緩むことがあります。これらを放置し
て使用を続けると大変危険です。安全にご
使用いただくために、乗車前に必ず点検を
実施してください。

 メモ
点検をして、正常が確認できなかった場合
は、取扱店にご相談ください。

ハンドルバーの点検
前輪を足で固定してハンドルバーを動かし
たときに、力を入れてもハンドルバーが回っ
たり、抜けたりしないことを確認してくだ
さい。

ハンドル高さ調整レバーの点検
ハンドル高さ調整レバーが確実に固定され
ていることを確認してください。

 メモ
ハンドル高さ調整レバーが確実に固定され
ていない場合は、31 ページ「ハンドルバー
の高さの調整」を参照して、ハンドル高さ
調整レバーを調節してください。

1

1	 ハンドル高さ調整レバー

ハンドルポスト折畳レバーの点検
ハンドルポスト折畳レバーがしっかりと
ロックされていることを確認してください。

1

1	 ハンドルポスト折畳レバー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14



53

点検・整備
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スロットルの点検
車両がパワーオフの状態でスロットルを回
したときに、スムーズに戻るか確認してく
ださい。

1

1	 スロットル

ブレーキレバーの点検
左右のブレーキレバーを強く握ったときに、
グリップとレバーの隙間下図 “a” が 1/2 ～
1/3 “b” になるまでに、ブレーキがロック
することを確認してください。

 警 告
ブレーキパッドは消耗品です。ブレーキの利
きが悪くなった場合には交換してください。

aa b b

ブレーキワイヤーの点検
前後のブレーキのワイヤーに、サビや切れ
がないか確認してください。

シートポストクランプの点検
シートポストクランプが確実に固定されて
いることを確認してください。

 メモ
シートポストクランプが確実に固定されて
いない場合は、30 ページ「シートの調整」
を参照して、シートポストクランプを調節
してください。

1

1	 シートポストクランプ
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点検・整備
シートの点検
シ ー ト の 高 さ は、 シ ー ト ポ ス ト の 表 示

（MAX）を超えない範囲になっていること
を確認してください。

 メモ
シートの高さが規定の位置になっていない
場合は、30 ページ「シートの調整」を参
照して、シートの高さを調節してください。

シートの前後を持って、上下・左右に動か
してください。力を入れても回ったり、抜
けたりしないことを確認してください。

ステップの点検
ステップに、上下左右方向から力を加えた
ときにガタつきがないことを確認してくだ
さい。

フレームの点検
ハンドルバー、ハンドルポスト、フレーム、
フロントフォーク等の構造部材に、著しい
外傷やたわみなどがないか確認してくださ
い。
これらの部材に破損が見受けられる場合は
ただちに使用を停止し、お近くの取扱店へ
ご相談ください。
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点検・整備
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バッテリーの点検
バッテリーは、自然放電します。
車両を 2 週間以上ご使用にならない場合は、
車両からバッテリーを取り外し、直射日光
を避けて冷暗所で保管してください。

 警 告
バッテリー外装に破損があったり、凹みが
あった場合は使用しないでください。

 注 意
	zバッテリーは、車体に入れたまま長期放
置すると、バッテリーの電圧が充電でき
ないほど下がり、使用できなくなる恐れ
があります。
	zバッテリーは、車体から抜いた状態でも
自然放電します。車体から抜いて保管す
る場合も、最低 1 ヶ月に一度は、補充
電をしてください。

タイヤの点検
以下の現象が確認できたら、取扱店へ点検
及び修理、交換等を依頼してください。

 警 告
	z空気圧が適正でないタイヤや、極度にす
り減ったタイヤの使用は、転倒等、事故
やトラブルを発生させる原因となり、死
亡、もしくは重傷を負う可能性がありま
す。
	z仕様のタイヤ寸法以外のタイヤを装着す
ると、操縦安定性に支障が発生し、転倒
等、事故やトラブルを発生させる原因と
なり、死亡、もしくは重傷を負う可能性
があります。必ず取扱店で指定のタイヤ
に交換してください。

空気圧の低下（タイヤがしぼんできた、地
面への接地面がたるんできた、タイヤを押
すと柔らかい等 )

適正タイヤ空気圧
280 ～ 310 kPa (2.8 ～ 3.1 bar)

タイヤ断面図
a   空気圧 不足
b   空気圧 適正
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点検・整備

 メモ
	z空気圧は、時間が経過すると低下してき
ます。必ず点検してください。
	zタイヤの空気圧調整は、米式バルブ対応
で、空気圧計の付いた空気入れ（コンプ
レッサー）を使用してください。
	z空気圧は、適正空気圧を目安に、お使い
の空気入れのゲージ単位に合わせてご確認
ください。

4
1

2

3

1	 亀裂や損傷がある
2	 異物がある
3	 溝が 1 mm 以下となっている
4	 偏摩耗している

洗車
車両は通常に走行しているだけでも汚れま
す。
雨天時では、泥などが付着し、さらに汚れ
てしまいます。
また、雨水以外に海辺付近では、潮風など
により塩分が付着することがあります。冬
季は路面に散布された凍結防止剤などによ
り、錆が発生することがあります。車両を
長持ちさせるためにも、走行後はこれらを
除去するため、こまめに洗車をしてくださ
い。

車両は防水構造になっていますが、完全防
水ではありません。
車両に水をかける際は、多量の水を集中的
にかけるようなことはしないでください。
洗車後は、ウエス等乾いた布で水分を拭き
取ってください。

洗車後にブレーキが濡れている場合、降雨
時と同様でブレーキの効きが悪くなります
ので、運転する際は、ブレーキを十分に乾
燥させてからご使用ください。

 警 告
	z高圧洗車機は使用しないでください。
	z洗車前にバッテリーを取り外し、水に濡
れない場所に保管してください。
	zシート下に設置した書類ケースを取り外
し、水に濡れない場所に保管してくださ
い。
	zフレームの下から上には水をかけないで
ください。水をかける際、水は上からか
けるようにしてください。
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点検・整備
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各部品の交換
ブレーキパッド、タイヤ等の消耗品、ヘッ
ドライト、ウィンカー、テールランプなど
各部品の交換は、それぞれ NFR-01 の専用
品のため、取扱店にてお買い求めと交換が
できます。
つきましては、取扱店にお問い合わせをお
願いいたします。
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「故障かな？」と思ったら、まずは以下をご
確認ください。改善しない場合、わからな
い場合は、取扱店へご相談ください。

インフォメーション・ディス
プレイがオンにならない

	zインフォメーション・ディスプレイのパ
ワースイッチを長押ししてください。
	zバッテリーが充電されていることを確認
してください。
	zバッテリーが確実に取り付けられている
ことを確認してください。

出力が弱い、速度が遅い
	zインフォメーション・ディスプレイに、
バッテリー残量目安表示が表示されてい
るか確認してください。表示されている
場合はバッテリーを充電してください。
	zバッテリーの充電時間が長くなったり、
満充電しても走行距離が短くなっていな
いか確認してください。バッテリーの充
電時間が長くなったり、満充電しても走
行距離が短くなっている場合は、取扱店
で新品をご購入し、お取り替えください。

 メモ
急な上り坂や厳寒な環境では、バッテリー
が通常の状態でも能力が低下し、モーター
出力や速度が落ちます。

充電時間が長くなった
バッテリーが消耗しています。公式サイト、
または取扱店で新品をご購入し、お取り替
えください。

満充電しても、走行距離が短
くなった
バッテリーが消耗しています。公式サイト、
または取扱店で新品をご購入し、お取り替
えください。

パンクした
装着しているタイヤは、電動バイク用の
チューブタイヤです。取扱店でパンク修理
を依頼してください。

バッテリーが充電されない
バッテリーを長期間（1 ヶ月以上）使用し
ないまま放置した場合、完全放電してしま
うときがあります。完全放電してしまった
バッテリーは、そのままでは走行にご利用
いただけません。
バッテリーを車両から外して、充電器を接
続すると、回復充電を行います。この間、
充電器のインジケーター LED ランプは緑色
に点灯または点滅します。回復充電が完了
するとインジケーター LED ランプは赤色に
点灯し、通常の充電が開始されます（回復
充電には最大 30 時間程度かかる場合があ
ります）。

トラブルシューティング
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

12

13

14



59

運搬
運搬する際は、折り畳んだ状態で運搬して
ください。

 警 告
運搬時、バッテリー落下の恐れを防ぐ為、
バッテリーキーで必ずバッテリーをロック
してください。鍵の閉め忘れにご注意くだ
さい。

電車やバスに持ち込む場合は、ケースや輪
行バッグなどに入れて、車両が露出しない
ようにしてください。そして周囲の人に当
たらないよう十分な配慮をしてください。
また、ご乗車される交通機関に事前に問い
合わせをし、持込について確認してくださ
い。

自動車で運搬する際は、車両が動かないよ
うに自動車へ確実に固定してください。

メモ
本車両のバッテリーは航空機には持ち込め
ません。

運搬・保管・廃棄
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運搬・保管・廃棄
保管
保管する際は、盗難やいたずらなどされな
いよう安全な場所に保管してください。
また、下記のような保管に適した場所をお
勧めします。

	z平坦なところ
	z風雨にさらされないところ
	z風通しのよいところ
	z湿気のないところ
	z直射日光があたらないところ

屋外で保管される場合は、雨水などから保
護するため、カバーなどを掛けてください。

車両を 2 週間以上ご使用にならない場合は、
車両からバッテリーを取り外し、直射日光
を避けて冷暗所で保管してください。

 注 意
	zバッテリーは、車体に入れたまま長期放
置すると、バッテリーの電圧が充電でき
ないほど下がり、使用できなくなる恐れ
があります。
	zバッテリーは、車体から抜いた状態でも
自然放電します。車体から抜いて保管す
る場合も、最低 1 ヶ月に一度は、充電
をしてください。
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運搬・保管・廃棄
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廃棄
廃棄する際は、取扱店もしくは最寄の「廃
棄二輪車取扱店」にお問い合わせください。
またバッテリーは、リチウムイオン電池で
す。資源有効利用促進法によりリサイクル
が義務づけられているため適切に処理して
ください。
環境保護のためにも、むやみに捨てないで
ください。
ご不要になりました NFR 専用バッテリーの
無償回収（送料はお客様負担）を行ってお
ります。
詳細はヘルプセンター（https://support.
glafit.com/hc/ja）をご参照ください。

 メモ
「廃棄二輪車取扱店」とは、廃棄二輪車を適
正に処理することができる二輪車取扱店で
す。
廃棄物処理指定店として登録されている取
扱店で、一般社団法人全国軽自動車協会連
合会に登録している取扱店です。
廃棄二輪車取扱店票が店頭に掲出されてい
ます。
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仕様
車両型式 NFR-01 Pro

全長 1300 mm

全幅 560 mm

全高 1080 mm（ハンドルポスト最⻑時）

車両重量 24.0 kg ( バッテリー装着時 )

走行距離 約 44 km ( 条件により大きく異なります）※ 1

出力 0.5 kW

最高速度 車道専用：20 km/h ※ 2

歩道可：6 km/h ※ 2

バッテリー種類 リチウムイオンバッテリー

バッテリー電圧 48 V

バッテリー容量 9.6 Ah

充電時間 約 5 時間

駆動方式 インホイールモーター

タイヤサイズ（前輪・後輪） 14 × 2.125

適正空気圧 ( 目安 ) 280 ～ 310 kPa (2.8 ～ 3.1 bar）※ 3

制動装置形式 ディスクブレーキ

乗車定員 1 名

最大荷重 100 kg

※ 1：	� 走行パターン（車道専用モード時の場合）：�JEMPA 規格航続距離試験
	� 荷重・風向き・勾配・発進 / 停止の頻度などにより走行距離は上記パターンよりも著しく低下する場合

がございます。
※ 2：	バッテリー満充電での平地走行時。バッテリー残量や荷重等により最高速度は低下します。
※ 3：	お使いの空気入れのゲージ単位に合わせて、空気圧を確認してください。

車両情報
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車両情報
車両寸法

1300mm

560mm

1080mm
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 メモ
記載の寸法は目安となります。

車台番号打刻位置
車台番号はナンバーの登録や保険の加入な
どに使用します。

1

1	 車台番号
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インフォメーションディスプレイがオンに
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ウィンカー / 最高速度表示灯…………… 33
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こ
後輪ブレーキレバー……………………… 34

し
シート……………………………………… 30
シート・シートポストの取り付け……… 13
シートの調整……………………………… 30
シートの点検……………………………… 54
シートポストクランプの点検…………… 53
自賠責保険への加入……………………… 12
車台番号打刻位置………………………… 63
車両寸法…………………………………… 63
車両の折り畳み…………………………… 45
車両の組み立て…………………………… 47

充電器……………………………………… 29
充電時間が長くなった…………………… 58
出力が弱い、速度が遅い………………… 58
仕様………………………………………… 62
乗車………………………………………… 41
初期設定…………………………………… 21
書類ケースの取り付け…………………… 14

す
ステップ…………………………………… 35
ステップの点検…………………………… 54
スマートロック…………………………… 21
スマートロックの初期設定……………… 16
スマートロックの施錠…………………… 22
スロットル………………………………… 34
スロットルの点検………………………… 53

せ
洗車………………………………………… 56
センタースタンド………………………… 35
前面………………………………………… 9
前輪ブレーキレバー……………………… 34

そ
走行………………………………………… 42
走行時……………………………………… 35
走行モード切替ボタン…………………… 20
走行モード表示…………………………… 20

た
タイヤの点検……………………………… 55

ち
駐車時……………………………………… 36
駐輪………………………………………… 44
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定期点検…………………………………… 51
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廃棄………………………………………… 61
バッテリー………………………………… 22
バッテリーインジケーター……………… 23
バッテリーが充電されない……………… 58
バッテリー残量表示目安………………… 20
バッテリーの起動………………………… 15
バッテリーの充電………………………… 27
バッテリーの充電 

（バッテリー単体での充電）……………… 26
バッテリー電圧表示……………………… 20
バッテリーの点検………………………… 55
バッテリーの取り扱い…………………… 22
バッテリーの取り付け…………………… 25
バッテリーの取り外し…………………… 24
パワーオフ状態での点検………………… 37
パワーオン状態での点検………………… 39
パワースイッチ…………………………… 18
パンクした………………………………… 58
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お問い合わせ
製品について、よくあるお問い合わせは以下からご確認ください。

ヘルプセンター　https://support.glafit.com/hc/ja

製品に関するお問い合わせは、まず、お近くの取扱店へご相談ください。
お近くの取扱店で解決できない場合は、下記窓口にお問い合わせください。

glafit 株式会社（グラフィット）
カスタマーサポートメール　support@glafit.com
公式サイト　https://glafit.com
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ご使用の前には必ず取扱説明書をよく読んでください。

取扱説明書

E L E C T R I C  C Y C L E




